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ＩＴＳと 干渉検討にＩＴＳとの干渉検討について
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（１） 干渉検討作業の状況について
これまでの検討状況

ＩＴＳについては、過去に、ＬＴＥ基地局、移動局とガードバンド幅５ＭＨｚの条件での干渉検討を実施しているため、現在は、ＬＴＥ小電力レ

ピータ、陸上移動中継局との干渉検討を中心に、ＡＨ会合や関係者とのメールベースでの議論を通じて、検討を進めてきている。

基本的な検討方針

第４１回委員会（９月２日）において、基本的な検討事項として、隣接システムとの最小ガードバンド幅と、そのときの共用条件を求めること、

検討が重複するものは、割愛して検討を効率化することが承認された。

これに基づき、ＩＴＳとの干渉検討では、下図に示すように、ＩＴＳの周波数上端（７２５ＭＨｚ）からの最小ガードバンド幅を求めることとし、重

複する干渉検討シナリオについては結果を流用するなど効率的に調査を進めることとする。

７２５ ７２５＋Ｘ

ＩＴＳ ＬＴＥ

ＩＴＳの周波数上端を７２５ＭＨｚで固定とし、最小ＧＢ幅を算出
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（２） 干渉検討シナリオ
水色の部分の組み合わせは、新規検討項目。

黄色の部分の組み合わせは、過去にＧＢ５ＭＨｚについて検討済みであり、今後、最小ＧＢ幅の検討を進める。

与干渉

ＩＴＳ
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送信
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車
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移
動
局

ＵＬ

小電力レピータ 陸上移動中継局

分離型 一体型 屋外エリア用 屋内エリア用

移動局
対向

基地局
対向

移動局
対向

基地局
対向

移動局
対向

基地局
対向

分離型 一体型

移動局
対向

基地局
対向

移動局
対向

基地局
対向

ＤＬ ＵＬ ＤＬ ＵＬ ＤＬ ＵＬ
対向

ＤＬ

対向

ＵＬ

対向

ＤＬ

対向

ＵＬ

Ｉ

Ｔ
Ｓ
受

路側機 B1 B3 B5 B7 B9 B11 B13 B15 B17 B19 B21 B23

車載機 B2 B4 B6 B8 B10 B12 B14 B16 B18 B20 B22 B24受
信

車載機 B2 B4 B6 B8 B10 B12 B14 B16 B18 B20 B22 B24

基地局 A1 A2

移動局 A3 A4

分離型
移動局対向ＵＬ A5 A6

被
干
渉 Ｌ

Ｔ
Ｅ

小電力

レピータ

分離型
基地局対向ＤＬ A7 A8

一体型
移動局対向ＵＬ A9 A10

基地局対向ＤＬ A11 A12

屋外

エリア用

移動局対向ＵＬ A13 A14

基地局対向ＤＬ A15 A16
Ｅ
受
信

陸上移動

中継局 屋内

エリア用

分離
型

移動局対向
ＵＬ

A17 A18

基地局対向
ＤＬ

A19 A20

移動局対向
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エリア用

一体
型

移動局対向
ＵＬ

A21 A22

基地局対向
ＤＬ

A23 A24



（３） 干渉検討結果 ～ＩＴＳ（車載機、路側機）⇒ＬＴＥ（基地局、移動局）～

ＧＢ幅５ＭＨｚでの検討結果
７００/９００ＭＨｚ帯移動通信システム作業班、資料８１－７００／９００移５－４より引用（平成２２年３月１７日）

与干渉（ＩＴＳ送信）

路側機 車載機

Ａ１（モデル１０） 最悪干渉モデルによる机上検討 Ａ２（モデル１１） 最悪干渉モデルによる机上検討

基
地
局

Ｕ
Ｌ

【検討結果／共存条件】

○ＬＴＥ基地局の被干渉パラメータ

スプリアス干渉許容レベル：－１１９ｄＢｍ／ＭＨｚ

感度抑圧干渉許容レベル：－４３ｄＢｍ

【検討結果／共存条件】

○ＬＴＥ基地局の被干渉パラメータ

スプリアス干渉許容レベル：－１１９ｄＢｍ／ＭＨｚ

感度抑圧干渉許容レベル：－４３ｄＢｍ
Ｌ

度

○ＩＴＳ路側機の与干渉パラメータ

スプリアス干渉電力：－３７ｄＢｍ／ＭＨｚ以下

度

○ＩＴＳ車載機の与干渉パラメータ

スプリアス干渉電力：－３７ｄＢｍ／ＭＨｚ以下

Ａ３（モデル１４） モンテカルロシミュレーション Ａ４－１（屋外） （モデル１５－１） モンテカルロシミュレーション

被干渉

（ＬＴＥ受信）

【検討結果／共存条件】

○ＬＴＥ移動局の被干渉パラメータ

スプリアス干渉許容レベル：－１１０．８ｄＢｍ／ＭＨｚ

感度抑圧干渉許容レベル：－５６ｄＢｍ

移
動
局

Ｄ
Ｌ

【検討結果／共存条件】

○ＬＴＥ移動局の被干渉パラメータ

スプリアス干渉許容レベル：－１１０．８ｄＢｍ／ＭＨｚ

感度抑圧干渉許容レベル：－５６ｄＢｍ

感度抑圧干渉許容レベル： ５６ｄＢｍ

○ＩＴＳ車載機の与干渉パラメータ

スプリアス干渉電力：－４０ｄＢｍ／ＭＨｚ以下

Ａ４－２（車内） （モデル１５－２） 最悪干渉モデルによる机上検討
Ｌ

○ＩＴＳ路側機の与干渉パラメータ

スプリアス干渉電力：－４７ｄＢｍ／ＭＨｚ以下
【検討結果／共存条件】

○ＬＴＥ移動局の被干渉パラメータ

スプリアス干渉許容レベル：－１１０．８ｄＢｍ／ＭＨｚ

感度抑圧干渉許容レベル：－５６ｄＢｍ
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○ＩＴＳ車載機の与干渉パラメータ

スプリアス干渉電力：－３６ｄＢｍ／ＭＨｚ以下



（３） 干渉検討結果 ～ＬＴＥ（基地局、移動局）⇒ＩＴＳ（車載機、路側機）～

ＧＢ幅５ＭＨｚでの検討結果。緑色部は要検討。

与干渉 （ＬＴＥ送信）

７００/９００ＭＨｚ帯移動通信システム作業班、資料８１－７００／９００移５－４より引用（平成２２年３月１７日）

与干渉 （ＬＴＥ送信）

基地局ＤＬ 移動局ＵＬ

Ｂ１ （モデル１６） 最悪干渉モデルによる机上検討 Ｂ３（モデル１２） モンテカルロシミュレーション

【検討結果／共存条件】

○ＩＴＳ路側機の被干渉パラメータ

スプリアス干渉電力： １０１ｄＢｍ／ＭＨ
【検討結果／共存条件】

路
側
機

スプリアス干渉電力：－１０１ｄＢｍ／ＭＨｚ

感度抑圧許容レベル：－７ｄＢｍ

○ＬＴＥ基地局からＩＴＳ路側機へのスプリアス干渉を３５
ｄＢ緩和する対策を実施すること。

○対策案

・ＬＴＥ基地局のアンテナ設置調整、ＬＴＥ基地局の送信

○ＩＴＳ路側機の被干渉パラメータ

スプリアス干渉電力：－１０１ｄＢｍ／ＭＨｚ

感度抑圧許容レベル：－７ｄＢｍ

○ＬＴＥ移動局の与干渉パラメータ

スプリアス干渉電力：－２５ｄＢｍ／８．３ＭＨｚ（＠７１５－７２５ＭＨｚ）以下

さらに ＬＴＥ 典型的な狭帯域送信時 ＩＴＳ干渉許容レ ル変動（＊１）が５ｄＢ程度見込める場合
ＬＴＥ基地局のアンテナ設置調整、ＬＴＥ基地局の送信
フィルタ挿入

・ＩＴＳ路側機のアンテナ設置調整

さらに、ＬＴＥの典型的な狭帯域送信時のＩＴＳ干渉許容レベル変動（＊１）が５ｄＢ程度見込める場合

Ｂ２ （モデル１７） 最悪干渉モデルによる机上検討 Ｂ４－１（屋外） （モデル１３－１） モンテカルロシミュレーション

【検討結果／共存条件】

○ＩＴＳ車載機の被干渉パラメータ

被干渉

（ＩＴＳ
受信）

【検討結果／共存条件】

○ＩＴＳ車載機の被干渉パラメータ

○ＩＴＳ車載機の被干渉パラメ タ

スプリアス干渉電力：－１０３．４ｄＢｍ／ＭＨｚ

感度抑圧許容レベル：－２１ｄＢｍ

○ＬＴＥ移動局の与干渉パラメータ

スプリアス干渉電力：－２５ｄＢｍ／８．３ＭＨｚ（＠７１５－７２５ＭＨｚ）以下

さらに、ＬＴＥの典型的な狭帯域送信時のＩＴＳ干渉許容レベル変動（＊１）が３ｄＢ程度見込める場合

車
載
機

スプリアス干渉電力：－１０３．４ｄＢｍ／ＭＨｚ

感度抑圧許容レベル：－２１ｄＢｍ

○ＬＴＥ基地局からＩＴＳ車載機へのスプリアス干渉を２８
ｄＢ緩和する対策を実施すること。

○対策案

ＬＴＥ基地局の送信フ ルタ挿入

典 狭 域 渉 変 度見込 場

Ｂ４－２（車内） （モデル１３－２） 最悪干渉モデルによる机上検討

【検討結果／共存条件】

○ＩＴＳ車載機の被干渉パラメータ

スプリアス干渉電力：－１０３．４ｄＢｍ／ＭＨｚ

感度抑圧許容レベル：－２１ｄＢｍ・ＬＴＥ基地局の送信フィルタ挿入

・実伝搬環境の考慮（検討では自由空間損失モデルを採
用）

感度抑圧許容レベル：－２１ｄＢｍ

○ＬＴＥ移動局の与干渉パラメータ

スプリアス干渉電力：－２５ｄＢｍ／８．３ＭＨｚ（＠７１５－７２５ＭＨｚ）以下

さらに、ＬＴＥの典型的な狭帯域送信時のＩＴＳ干渉許容レベル変動（＊１）が１４ｄＢ程度（＊２）見込める場合。上記対応が全て
実施された場合でも７ｄＢの所要改善量が残り、更なる検討が必要。

○検討対策案
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・ＬＴＥ移動局の機器実装マージン、ＬＴＥ側の送信電力累積分布、ＬＴＥ側の帯域利用率、ＬＴＥ移動局の使用時間率

・ＩＴＳ車載機アンテナとＬＴＥ移動局との間のアイソレーションの精査、ＩＴＳシステムの受信電力分布

（＊１）ＬＴＥ移動局送信とＩＴＳ受信の条件により数～１４ｄＢ程度まで変化
（＊２）本モデルで１４ｄＢ程度の効果が得られるかについては、他の対策案の効果と同様に確認が必要。



（３）干渉検討結果 ～ＩＴＳ（車載機、路側機）⇒ＬＴＥ（小電力レピータ、陸上移動中継局）～

ＧＢ幅５ＭＨｚでの一次検討結果。水色部は要検討。

与干渉 （ＩＴＳ送信）

路側機 車載機

Ａ５ Ａ６

６日の委員会報告との差分⇒ＩＴＳ側のマスク改善を考慮

小
電
力

レ

分
離
型

移動局

対向ＵＬ

Ａ５ Ａ６

帯域内：１９．６ｄＢ 帯域外：０．８ｄＢ 帯域内：５．１ｄＢ 帯域外：－１３．６ｄＢ

基地局

対向ＤＬ

Ａ７ Ａ８

帯域内：１１．７ｄＢ 帯域外：２３．０ｄＢ 帯域内：－１．０ｄＢ 帯域外：３．３ｄＢ

レ
ピ
ー
タ 一

体
型

移動局

対向ＵＬ

Ａ９ Ａ１０

帯域内：１９．６ｄＢ 帯域外：０．８ｄＢ 帯域内：５．１ｄＢ 帯域外：－１３．６ｄＢ

基地局

対向ＤＬ

Ａ１１ Ａ１２

帯域内：４．６ｄＢ 帯域外：１５．９ｄＢ 帯域内：１．９ｄＢ 帯域外：６．２ｄＢ

被干
渉

（ＬＴＥ
受信）

帯域内 ． 帯域外 ． 帯域内 ． 帯域外 ．

屋
外

エ
リ
ア

移動局

対向ＵＬ

Ａ１３ Ａ１４

帯域内：１４．５ｄＢ 帯域外：－４．２ｄＢ 帯域内：－１．３ｄＢ 帯域外：－２０．０ｄＢ

基地局

対向ＤＬ

Ａ１５ Ａ１６

帯域内 ５ ５ｄＢ 帯域外 ５ ８ｄＢ 帯域内 １８ ６ｄＢ 帯域外 １４ ３ｄＢ
受信）

陸
上
移
動

中

用 対向ＤＬ 帯域内：－５．５ｄＢ 帯域外：５．８ｄＢ 帯域内：－１８．６ｄＢ 帯域外：－１４．３ｄＢ

分
離
型

移動局
対向

ＵＬ

Ａ１７ Ａ１８

帯域内：１１．５ｄＢ 帯域外：－７．２ｄＢ 帯域内：－４．４ｄＢ 帯域外：－２３．１ｄＢ

基地局 Ａ１９ Ａ２０中
継
局

屋
内

エ
リ
ア
用

型 基地局
対向

ＤＬ

Ａ１９ Ａ２０

帯域内：－２．７ｄＢ 帯域外：８．６ｄＢ 帯域内：－１８．０ｄＢ 帯域外：－１３．７ｄＢ

一
体

移動局
対向

ＵＬ

Ａ２１ Ａ２２

帯域内：１９．６ｄＢ 帯域外：０．８ｄＢ 帯域内：５．１ｄＢ 帯域外：－１３．６ｄＢ
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体
型 基地局

対向

ＤＬ

Ａ２３ Ａ２４

帯域内：－１．０ｄＢ 帯域外：１０．３ｄＢ 帯域内：－１．２ｄＢ 帯域外：３．１ｄＢ



（３）干渉検討結果 ～ＬＴＥ（小電力レピータ、陸上移動中継局）⇒ＩＴＳ（車載機、路側機）～

ＧＢ幅５ＭＨｚでの一次検討結果。水色部は要検討。

与干渉（ＬＴＥ送信）

小電力レピータ 陸上移動中継局

分離型 一体型 屋外エリア用 屋内エリア用

移動局対向

ＤＬ

基地局対向

ＵＬ

移動局対向

ＤＬ

基地局対向

ＵＬ

移動局対向

ＤＬ

基地局対向

ＵＬ

分離型 一体型

移動局対向

ＤＬ

基地局対向

ＵＬ

移動局対向

ＤＬ

基地局対向

ＵＬ

Ｂ５ Ｂ７ Ｂ９ Ｂ１１ Ｂ１３ Ｂ１５ Ｂ１７ Ｂ１９ Ｂ２１ Ｂ２３

路
側

所要改善量

帯域内：

所要改善量

帯域内：

所要改善量

帯域内：

所要改善量

帯域内：

所要改善量

帯域内：

所要改善量

帯域内：

所要改善量

帯域内：

所要改善量

帯域内：

所要改善量

帯域内：

所要改善量

帯域内：

被干渉

機 ５６．７ｄＢ

帯域外：

ー１０．３ｄＢ

４４．８ｄＢ

帯域外：

ー８．１ｄＢ

５６．７ｄＢ

帯域外：

ー１０．３ｄＢ

３７．７ｄＢ

帯域外：

ー１５．３ｄＢ

５１．５ｄＢ

帯域外：

ー１．４ｄＢ

３４．６ｄＢ

帯域外：

ー１８．４ｄＢ

４８．６ｄＢ

帯域外：

ー１６．３ｄＢ

３４．８ｄＢ

帯域外：

ー１８．１ｄＢ

５５．６ｄＢ

帯域外：

ー９．４ｄＢ

３６．５ｄＢ

帯域外：

ー１６．５ｄＢ

（ＩＴＳ

受信） Ｂ６ Ｂ８ Ｂ１０ Ｂ１２ Ｂ１４ Ｂ１６ Ｂ１８ Ｂ２０ Ｂ２２ Ｂ２４

車
載
機

所要改善量

帯域内：

５１．５ｄＢ

帯域外：

ー３．９ｄＢ

所要改善量

帯域内：

３４．４ｄＢ

帯域外：

ー７．０ｄＢ

所要改善量

帯域内：

５１．５ｄＢ

帯域外：

ー３．９ｄＢ

所要改善量

帯域内：

３７．３ｄＢ

帯域外：

ー４．１ｄＢ

所要改善量

帯域内：

４３．１ｄＢ

帯域外：

1．７ｄＢ

所要改善量

帯域内：

２３．７ｄＢ

帯域外：

－１７．７ｄＢ

所要改善量

帯域内：

４２．０ｄＢ

帯域外：

－１１．４ｄＢ

所要改善量

帯域内：

２１．８ｄＢ

帯域外：

－１９．５ｄＢ

所要改善量

帯域内：

５１．５ｄＢ

帯域外：

ー１．９ｄＢ

所要改善量

帯域内：

３８．６ｄＢ

帯域外：

ー２．７ｄＢ
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別添別添

検討パ タ・検討パラメータ
・個別計算結果
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検討パラメータ（１）

ＩＴＳ路側器 ＩＴＳ車載器ＩＴＳ路側器

送信パラメータ

ＩＴＳ車載器

送信パラメータ

受信パラメータ 受信パラメータ
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検討パラメータ（２）

ＩＴＳ路側器 ＩＴＳ車載器

-10

-5

0

垂直アンテナパターン 垂直アンテナパターン

‐5

0

-30

-25

-20

-15

‐20

‐15

‐10

50

-45

-40

-35

30

‐35

‐30

‐25

‐90 ‐60 ‐30 0 30 60 90

水平アンテナパターン 水平アンテナパターン

10

-50

-180 -160 -140 -120 -100 -80 -60 -40 -20 0 20 40 60 80 100 120 140 160 180

-10

0

オムニ

-40

-30

-20
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モデルＡ５

A5 与干渉： ITS路側機
被干渉： 小電力レピータ （分離型）↑

周波数帯域 740 MHz TX RX

送信アンテナ利得注1 0.0 dBi  水平方向指向性 0 deg 0 deg

送信指向性減衰量  垂直方向指向性 -42 deg 42 deg
（水平方向） 0.0 dB  アンテナ地上高 4.7 m 2 m
（垂直方向） -0.6 dB (チルト-30deg)

送信給電系損失注1 0.0 dB

アンテナ高低差 -2.7 m
離隔距離 3.0 m
空間損失（自由空間） -41.9 dB

その他損失（壁減衰等）注2 -19.8 dB

受信アンテナ利得 0.0 dBi

RX

Rep

TX

受信指向性減衰量
（水平方向） 0.0 dB 3 m
（垂直方向） 0.0 dB
受信給電系損失 0.0 dB

検討モデルによる結合損 62.3 dB →④

離隔距離

①与干渉量 ②被干渉許容値 ③所要結合損 ④検討モデルに ⑤所要改善量
(③＝①－②) よる結合損 (⑤＝③－④)

不要発射注3 許容雑音量 81.9 dB 62.3 dB 19.6 dB

-27.8 dBm/8.3MHz -118.9 dBm/MHz
干渉雑音換算値

帯
域
内

-37.0 dBm/MHz

送信出力 許容入力電力量 63.2 dB 62.3 dB 0.8 dB
19.2 dBm -44.0 dBm

内
干
渉

帯
域
外

注1：EIRPに含まれる
注2：壁損失10dB及びITS路側機の送信Duty(10.5%→9.8dB)を考慮
注3：ガードバンド5MHzより10MHz離れの送信マスク(-47dBr)を適用

外
干
渉
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モデルＡ６

A6 与干渉： ITS車載機
被干渉： 小電力レピータ （分離型）↑

周波数帯域 740 MHz TX RX

送信アンテナ利得注1 0.0 dBi  水平方向指向性 0 deg 0 deg

送信指向性減衰量  垂直方向指向性 18.4 deg -18.4 deg
（水平方向） 0.0 dB  アンテナ地上高 1 m 2 m
（垂直方向） -1.3 dB

送信給電系損失注1 0.0 dB

アンテナ高低差 1.0 m
離隔距離 3.0 m
空間損失（自由空間） -39.8 dB

その他損失（壁減衰等）注2 -35.7 dB

受信アンテナ利得 0.0 dBi

RX

Rep
TX

受信指向性減衰量
（水平方向） 0.0 dB 3 m
（垂直方向） 0.0 dB
受信給電系損失 0.0 dB

検討モデルによる結合損 76.8 dB →④

離隔距離

①与干渉量 ②被干渉許容値 ③所要結合損 ④検討モデルに ⑤所要改善量
(③＝①－②) よる結合損 (⑤＝③－④)

不要発射注3 許容雑音量 81.9 dB 76.8 dB 5.1 dB

-27.8 dBm/8.3MHz -118.9 dBm/MHz
干渉雑音換算値

帯
域
内

-37.0 dBm/MHz

送信出力 許容入力電力量 63.2 dB 76.8 dB -13.6 dB
19.2 dBm -44.0 dBm

内
干
渉

帯
域
外

注1：EIRPに含まれる
注2：壁損失10dB及びITS車載機の送信Duty(0.27%→25.7dB)を考慮
注3：ガードバンド5MHzより10MHz離れの送信マスク(-47dBr)を適用

干
渉
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モデルＡ７

A7 与干渉： ITS路側機
被干渉： 小電力レピータ （分離型）↓

周波数帯域 740 MHz TX RX

送信アンテナ利得注1 0.0 dBi  水平方向指向性 0 deg 0 deg

送信指向性減衰量  垂直方向指向性 0 deg 0 deg
（水平方向） 0.0 dB  アンテナ地上高 5 m 5 m
（垂直方向） 0.0 dB (チルト0deg)

送信給電系損失注1 0 0 dB送信給電系損失注1 0.0 dB

アンテナ高低差 0.0 m
離隔距離 3.0 m
空間損失（自由空間） -39.4 dB

その他損失（壁減衰等）注2 -9.8 dB

受信アンテナ利得 9.0 dBi
受信指向性減衰量

RX

Rep

TX

受信指向性減衰量
（水平方向） 0.0 dB 3 m
（垂直方向） 0.0 dB
受信給電系損失 -12.0 dB

検討モデルによる結合損 52.2 dB →④

離隔距離

①与干渉量 ②被干渉許容値 ③所要結合損 ④検討モデルに ⑤所要改善量
(③＝①－②) よる結合損 (⑤＝③－④)

不要発射注3 許容雑音量 63.9 dB 52.2 dB 11.7 dB

-37.8 dBm/8.3MHz -110.9 dBm/MHz
干渉雑音換算値

47 0 dB /MH

帯
域
内

-47.0 dBm/MHz

送信出力 許容入力電力量 75.2 dB 52.2 dB 23.0 dB
19.2 dBm -56.0 dBm

干
渉

帯
域
外

注1：EIRPに含まれる
注2：ITS路側機の送信Duty(10.5%→9.8dB)を考慮
注3：ガードバンド5MHzより10MHz離れの送信マスク(-57dBr)を適用

干
渉
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モデルＡ８

A8 与干渉： ITS車載機
被干渉： 小電力レピータ （分離型）↓

周波数帯域 740 MHz TX RX

送信アンテナ利得注1 0.0 dBi  水平方向指向性 0 deg 0 deg

送信指向性減衰量  垂直方向指向性 26.6 deg -26.6 deg
（水平方向） 0.0 dB  アンテナ地上高 3.5 m 5 m
（垂直方向） -0.3 dB

注1送信給電系損失注1 0.0 dB

アンテナ高低差 1.5 m
離隔距離 3.0 m
空間損失（自由空間） -40.3 dB

その他損失（壁減衰等）注2 -25.7 dB

受信アンテナ利得 9.0 dBi
指向性減衰

RX

Rep
TX

受信指向性減衰量
（水平方向） 0.0 dB 3 m
（垂直方向） -2.6 dB
受信給電系損失 -12.0 dB

検討モデルによる結合損 71.9 dB →④

離隔距離

①与干渉量 ②被干渉許容値 ③所要結合損 ④検討モデルに ⑤所要改善量
(③＝①－②) よる結合損 (⑤＝③－④)

不要発射注3 許容雑音量 70.9 dB 71.9 dB -1.0 dB

-30.8 dBm/8.3MHz -110.9 dBm/MHz
干渉雑音換算値

40 0 dB /MH

帯
域
内

-40.0 dBm/MHz

送信出力 許容入力電力量 75.2 dB 71.9 dB 3.3 dB
19.2 dBm -56.0 dBm

干
渉

帯
域
外

注1：EIRPに含まれる
注2：ITS車載機の送信Duty(0.27%→25.7dB)を考慮
注3：ガードバンド5MHzより10MHz離れの送信マスク(-50dBr)を適用

干
渉
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モデルＡ９

A9 与干渉： ITS路側機
被干渉： 小電力レピータ （一体型）↑

周波数帯域 740 MHz TX RX

送信アンテナ利得注1 0.0 dBi  水平方向指向性 0 deg 0 deg

送信指向性減衰量  垂直方向指向性 -42 deg 42 deg
（水平方向） 0.0 dB  アンテナ地上高 4.7 m 2 m
（垂直方向） -0.6 dB (チルト-30deg)

注送信給電系損失注1 0.0 dB

アンテナ高低差 -2.7 m
離隔距離 3.0 m
空間損失（自由空間） -41.9 dB

その他損失（壁減衰等）注2 -19.8 dB

受信アンテナ利得 0.0 dBi

RX

Rep

TX

受信指向性減衰量
（水平方向） 0.0 dB 3 m
（垂直方向） 0.0 dB
受信給電系損失 0.0 dB

検討モデルによる結合損 62.3 dB →④

離隔距離

①与干渉量 ②被干渉許容値 ③所要結合損 ④検討モデルに ⑤所要改善量
(③＝①－②) よる結合損 (⑤＝③－④)

不要発射注3 許容雑音量 81.9 dB 62.3 dB 19.6 dB

-27.8 dBm/8.3MHz -118.9 dBm/MHz
干渉雑音換算値

/

帯
域
内

-37.0 dBm/MHz

送信出力 許容入力電力量 63.2 dB 62.3 dB 0.8 dB
19.2 dBm -44.0 dBm

内
干
渉

帯
域
外

注1：EIRPに含まれる
注2：壁損失10dB及びITS路側機の送信Duty(10.5%→9.8dB)を考慮
注3：ガードバンド5MHzより10MHz離れの送信マスク(-47dBr)を適用

干
渉
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モデルＡ１０

A10 与干渉： ITS車載機
被干渉： 小電力レピータ （一体型）↑

周波数帯域 740 MHz TX RX

送信アンテナ利得注1 0.0 dBi  水平方向指向性 0 deg 0 deg

送信指向性減衰量  垂直方向指向性 18.4 deg -18.4 deg
（水平方向） 0.0 dB  アンテナ地上高 1 m 2 m
（垂直方向） -1.3 dB

送信給電系損失注1 0.0 dB

アンテナ高低差 1.0 m
離隔距離 3.0 m
空間損失（自由空間） -39.8 dB

その他損失（壁減衰等）注2 -35.7 dB

受信アンテナ利得 0.0 dBi

RX

Rep
TX

受信指向性減衰量
（水平方向） 0.0 dB 3 m
（垂直方向） 0.0 dB
受信給電系損失 0.0 dB

検討モデルによる結合損 76.8 dB →④

離隔距離

①与干渉量 ②被干渉許容値 ③所要結合損 ④検討モデルに ⑤所要改善量
(③＝①－②) よる結合損 (⑤＝③－④)

不要発射注3 許容雑音量 81.9 dB 76.8 dB 5.1 dB

-27.8 dBm/8.3MHz -118.9 dBm/MHz
干渉雑音換算値

帯
域
内

-37.0 dBm/MHz

送信出力 許容入力電力量 63.2 dB 76.8 dB -13.6 dB
19.2 dBm -44.0 dBm

内
干
渉

帯
域
外

注1：EIRPに含まれる
注2：壁損失10dB及びITS車載機の送信Duty(0.27%→25.7dB)を考慮
注3：ガードバンド5MHzより10MHz離れの送信マスク(-47dBr)を適用

干
渉
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モデルＡ１１

A11 与干渉： ITS路側機
被干渉： 小電力レピータ （一体型）↓被干渉 小電力 タ （ 体型）↓

周波数帯域 740 MHz TX RX

送信アンテナ利得注1 0.0 dBi  水平方向指向性 0 deg 0 deg

送信指向性減衰量  垂直方向指向性 -28.4 deg 28.4 deg
（水平方向） 0.0 dB  アンテナ地上高 4.7 m 2 m
（垂直方向） 0.0 dB (チルト-30deg)

送信給電系損失注1 0.0 dB

アンテナ高低差 -2.7 m
離隔距離 5.0 m
空間損失（自由空間） -44.9 dB

その他損失（壁減衰等）注2 -19.8 dB

受信アンテナ利得 9.0 dBi

RX

Rep

TX

受信ア テナ利得
受信指向性減衰量
（水平方向） 0.0 dB 5 m
（垂直方向） -3.6 dB
受信給電系損失 0.0 dB

検討モデルによる結合損 59.3 dB →④

離隔距離

①与干渉量 ②被干渉許容値 ③所要結合損 ④検討モデルに ⑤所要改善量
(③＝①－②) よる結合損 (⑤＝③－④)

不要発射注3 許容雑音量 63.9 dB 59.3 dB 4.6 dB

-37.8 dBm/8.3MHz -110.9 dBm/MHz
干渉雑音換算値

帯
域
内

-47.0 dBm/MHz

送信出力 許容入力電力量 75.2 dB 59.3 dB 15.9 dB
19.2 dBm -56.0 dBm

内
干
渉

帯
域
外

注1：EIRPに含まれる
注2：壁損失10dB及びITS路側機の送信Duty(10.5%→9.8dB)を考慮
注3：ガードバンド5MHzより10MHz離れの送信マスク(-57dBr)を適用

外
干
渉
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モデルＡ１２

A12 与干渉： ITS車載機
被干渉： 小電力レピータ （一体型）↓被干渉： 小電力レピ タ （ 体型）↓

周波数帯域 740 MHz TX RX

送信アンテナ利得注1 0.0 dBi  水平方向指向性 0 deg 0 deg

送信指向性減衰量  垂直方向指向性 18.4 deg -18.4 deg
（水平方向） 0.0 dB  アンテナ地上高 1 m 2 m
（垂直方向） -1 3 dB（垂直方向） 1.3 dB

送信給電系損失注1 0.0 dB

アンテナ高低差 1.0 m
離隔距離 3.0 m
空間損失（自由空間） -39.8 dB

その他損失（壁減衰等）注2 -35.7 dB

受信アンテナ利得 9 0 dBi

RX

Rep
TX

受信アンテナ利得 9.0 dBi
受信指向性減衰量
（水平方向） 0.0 dB 3 m
（垂直方向） -1.2 dB
受信給電系損失 0.0 dB

検討モデルによる結合損 69.0 dB →④

離隔距離

①与干渉量 ②被干渉許容値 ③所要結合損 ④検討モデルに ⑤所要改善量
(③＝①－②) よる結合損 (⑤＝③－④)

不要発射注3 許容雑音量 70.9 dB 69.0 dB 1.9 dB

-30.8 dBm/8.3MHz -110.9 dBm/MHz
干渉雑音換算値

帯
域
内 干渉雑音換算値

-40.0 dBm/MHz

送信出力 許容入力電力量 75.2 dB 69.0 dB 6.2 dB
19.2 dBm -56.0 dBm

内
干
渉

帯
域
外

注1：EIRPに含まれる
注2：壁損失10dB及びITS車載機の送信Duty(0.27%→25.7dB)を考慮
注3：ガードバンド5MHzより10MHz離れの送信マスク(-50dBr)を適用

外
干
渉
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モデルＡ１３

A13 与干渉： ITS路側機
被干渉： 陸上移動中継局（屋外エリア用）↑

周波数帯域 740 MHz TX RX

送信アンテナ利得注1 0.0 dBi  水平方向指向性 0 deg 0 deg

送信指向性減衰量  垂直方向指向性 20.9 deg -20.9 deg
（水平方向） 0.0 dB  アンテナ地上高 7 m 15 m
（垂直方向） -1.2 dB (チルト0deg)

送信給電系損失注1 0 0 dB送信給電系損失注1 0.0 dB

アンテナ高低差 8.0 m
離隔距離 21.0 m
空間損失（自由空間） -56.9 dB

その他損失（壁減衰等）注2 -9.8 dB

受信アンテナ利得 11.0 dBi
受信指向性減衰量

RX

TX

Rep

受信指向性減衰量
（水平方向） 0.0 dB 21 m
（垂直方向） -2.5 dB
受信給電系損失 -8.0 dB

検討モデルによる結合損 67.4 dB →④

離隔距離

①与干渉量 ②被干渉許容値 ③所要結合損 ④検討モデルに ⑤所要改善量
(③＝①－②) よる結合損 (⑤＝③－④)

不要発射注3 許容雑音量 81.9 dB 67.4 dB 14.5 dB

-27.8 dBm/8.3MHz -118.9 dBm/MHz
干渉雑音換算値

37 0 dB /MH

帯
域
内

-37.0 dBm/MHz

送信出力 許容入力電力量 63.2 dB 67.4 dB -4.2 dB
19.2 dBm -44.0 dBm

干
渉

帯
域
外

注1：EIRPに含まれる
注2：ITS路側機の送信Duty(10.5%→9.8dB)を考慮
注3：ガードバンド5MHzより10MHz離れの送信マスク(-47dBr)を適用

干
渉
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モデルＡ１４

A14 与干渉： ITS車載機
被干渉： 陸上移動中継局（屋外エリア用）↑

周波数帯域 740 MHz TX RX

送信アンテナ利得注1 5.0 dBi  水平方向指向性 0 deg 0 deg

送信指向性減衰量  垂直方向指向性 27.6 deg -27.6 deg
（水平方向） 0.0 dB  アンテナ地上高 3.5 m 15 m
（垂直方向） -0.2 dB

送信給電系損失注1 -3.0 dB

アンテナ高低差 11.5 m
離隔距離 22.0 m
空間損失（自由空間） -57.7 dB

その他損失（壁減衰等）注2 -25.7 dB

受信アンテナ利得 11.0 dBi

RX

TX
Rep

受信指向性減衰量
（水平方向） 0.0 dB 22 m
（垂直方向） -4.6 dB
受信給電系損失 -8.0 dB

検討モデルによる結合損 83.2 dB →④

離隔距離

①与干渉量 ②被干渉許容値 ③所要結合損 ④検討モデルに ⑤所要改善量
(③＝①－②) よる結合損 (⑤＝③－④)

不要発射注3 許容雑音量 81.9 dB 83.2 dB -1.3 dB

-27.8 dBm/8.3MHz -118.9 dBm/MHz
干渉雑音換算値

帯
域
内

-37.0 dBm/MHz

送信出力 許容入力電力量 63.2 dB 83.2 dB -20.0 dB
19.2 dBm -44.0 dBm

内
干
渉

帯
域
外

注1：EIRPに含まれる
注2：ITS車載機の送信Duty(0.27%→25.7dB)を考慮
注3：ガードバンド5MHzより10MHz離れの送信マスク(-47dBr)を適用

干
渉
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モデルＡ１５

A15 与干渉： ITS路側機
被干渉： 陸上移動中継局（屋外エリア用）↓

周波数帯域 740 MHz TX RX

送信アンテナ利得注1 0.0 dBi  水平方向指向性 0 deg 0 deg

送信指向性減衰量  垂直方向指向性 12.2 deg -12.2 deg
（水平方向） 0.0 dB  アンテナ地上高 7 m 15 m
（垂直方向） -0.5 dB (チルト0deg)

注1 RX送信給電系損失注1 0.0 dB

アンテナ高低差 8.0 m
離隔距離 37.0 m
空間損失（自由空間） -61.4 dB

その他損失（壁減衰等）注2 -9.8 dB

受信アンテナ利得 13.0 dBi
受信指向性減衰量

RX

TX

Rep

受信指向性減衰量
（水平方向） 0.0 dB 37 m
（垂直方向） -2.7 dB
受信給電系損失 -8.0 dB

検討モデルによる結合損 69.4 dB →④

離隔距離

①与干渉量 ②被干渉許容値 ③所要結合損 ④検討モデルに ⑤所要改善量
(③＝①－②) よる結合損 (⑤＝③－④)

不要発射注3 許容雑音量 63.9 dB 69.4 dB -5.5 dB

-37.8 dBm/8.3MHz -110.9 dBm/MHz
干渉雑音換算値

47 0 dB /MH

帯
域
内

-47.0 dBm/MHz

送信出力 許容入力電力量 75.2 dB 69.4 dB 5.8 dB
19.2 dBm -56.0 dBm

干
渉

帯
域
外

注1：EIRPに含まれる
注2：ITS路側機の送信Duty(10.5%→9.8dB)を考慮
注3：ガードバンド5MHzより10MHz離れの送信マスク(-57dBr)を適用

干
渉
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モデルＡ１６

A16 与干渉： ITS車載機
被干渉： 陸上移動中継局（屋外エリア用）↓

周波数帯域 740 MHz TX RX

送信アンテナ利得注1 0.0 dBi  水平方向指向性 0 deg 0 deg

送信指向性減衰量  垂直方向指向性 17.7 deg -17.7 deg
（水平方向） 0.0 dB  アンテナ地上高 3.5 m 15 m
（垂直方向） -1.4 dB

送信給電系損失注1 0.0 dB

アンテナ高低差 11.5 m
離隔距離 36.0 m
空間損失（自由空間） -61.4 dB

その他損失（壁減衰等）注2 -25.7 dB

受信アンテナ利得 13.0 dBi

RX

TX
Rep

受信指向性減衰量
（水平方向） 0.0 dB 36 m
（垂直方向） -6.1 dB
受信給電系損失 -8.0 dB

検討モデルによる結合損 89.5 dB →④

離隔距離

①与干渉量 ②被干渉許容値 ③所要結合損 ④検討モデルに ⑤所要改善量
(③＝①－②) よる結合損 (⑤＝③－④)

不要発射注3 許容雑音量 70.9 dB 89.5 dB -18.6 dB

-30.8 dBm/8.3MHz -110.9 dBm/MHz
干渉雑音換算値

帯
域
内

-40.0 dBm/MHz

送信出力 許容入力電力量 75.2 dB 89.5 dB -14.3 dB
19.2 dBm -56.0 dBm

内
干
渉

帯
域
外

注1：EIRPに含まれる
注2：ITS車載機の送信Duty(0.27%→25.7dB)を考慮
注3：ガードバンド5MHzより10MHz離れの送信マスク(-50dBr)を適用

外
干
渉
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モデルＡ１７

A17 与干渉： ITS路側機
被干渉： 陸上移動中継局（屋内エリア用　分離型）↑

周波数帯域 740 MHz TX RX

送信アンテナ利得注1 0.0 dBi  水平方向指向性 0 deg 0 deg

送信指向性減衰量  垂直方向指向性 -29.5 deg 29.5 deg
（水平方向） 0.0 dB  アンテナ地上高 4.7 m 3 m
（垂直方向） 0.0 dB (チルト-30deg)

注1送信給電系損失注1 0.0 dB

アンテナ高低差 -1.7 m
離隔距離 3.0 m
空間損失（自由空間） -40.6 dB

その他損失（壁減衰等）注2 -19.8 dB

受信アンテナ利得 0.0 dBi
受信指向性減衰量

RX

Rep

TX

受信指向性減衰量
（水平方向） 0.0 dB 3 m
（垂直方向） 0.0 dB
受信給電系損失 -10.0 dB

検討モデルによる結合損 70.4 dB →④

離隔距離

①与干渉量 ②被干渉許容値 ③所要結合損 ④検討モデルに ⑤所要改善量
(③＝①－②) よる結合損 (⑤＝③－④)

不要発射注3 許容雑音量 81.9 dB 70.4 dB 11.5 dB

-27.8 dBm/8.3MHz -118.9 dBm/MHz
干渉雑音換算値

37 0 dB /MH

帯
域
内

-37.0 dBm/MHz

送信出力 許容入力電力量 63.2 dB 70.4 dB -7.2 dB
19.2 dBm -44.0 dBm

干
渉

帯
域
外

注1：EIRPに含まれる
注2：壁損失10dB及びITS路側機の送信Duty(10.5%→9.8dB)を考慮
注3：ガードバンド5MHzより10MHz離れの送信マスク(-47dBr)を適用

干
渉
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モデルＡ１８

A18 与干渉： ITS車載機
被干渉： 陸上移動中継局（屋内エリア用　分離型）↑被干渉 陸 移動中継局（屋内 リア用 分離型）↑

周波数帯域 740 MHz TX RX

送信アンテナ利得注1 0.0 dBi  水平方向指向性 0 deg 0 deg

送信指向性減衰量  垂直方向指向性 26.6 deg -26.6 deg
（水平方向） 0.0 dB  アンテナ地上高 1.5 m 3 m
（垂直方向） -0.3 dB

送信給電系損失注1 0.0 dB

アンテナ高低差 1.5 m
離隔距離 3.0 m
空間損失（自由空間） -40.3 dB

その他損失（壁減衰等）注2 -35.7 dB

受信アンテナ利得 0.0 dBi

RX

Rep
TX

受信ア テナ利得
受信指向性減衰量
（水平方向） 0.0 dB 3 m
（垂直方向） 0.0 dB
受信給電系損失 -10.0 dB

検討モデルによる結合損 86.3 dB →④

離隔距離

①与干渉量 ②被干渉許容値 ③所要結合損 ④検討モデルに ⑤所要改善量
(③＝①－②) よる結合損 (⑤＝③－④)

不要発射注3 許容雑音量 81.9 dB 86.3 dB -4.4 dB

-27.8 dBm/8.3MHz -118.9 dBm/MHz
干渉雑音換算値

帯
域
内

-37.0 dBm/MHz

送信出力 許容入力電力量 63.2 dB 86.3 dB -23.1 dB
19.2 dBm -44.0 dBm

内
干
渉

帯
域
外

注1：EIRPに含まれる
注2：壁損失10dB及びITS車載機の送信Duty(0.27%→25.7dB)を考慮
注3：ガードバンド5MHzより10MHz離れの送信マスク(-47dBr)を適用

外
干
渉
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モデルＡ１９

A19 与干渉： ITS路側機
被干渉： 陸上移動中継局（屋内エリア用　分離型）↓

周波数帯域 740 MHz TX RX

送信アンテナ利得注1 0.0 dBi  水平方向指向性 0 deg 0 deg

送信指向性減衰量  垂直方向指向性 18.4 deg -18.4 deg
（水平方向） 0.0 dB  アンテナ地上高 7 m 10 m
（垂直方向） -1.0 dB (チルト0deg)

送信給電系損失注1 0.0 dB

アンテナ高低差 3.0 m
離隔距離 9.0 m
空間損失（自由空間） -49.4 dB

その他損失（壁減衰等）注2 -9.8 dB

受信アンテナ利得 7.0 dBi

RX

Rep

TX

受信指向性減衰量
（水平方向） 0.0 dB 9 m
（垂直方向） -3.4 dB
受信給電系損失 -10.0 dB

検討モデルによる結合損 66.6 dB →④

離隔距離

①与干渉量 ②被干渉許容値 ③所要結合損 ④検討モデルに ⑤所要改善量
(③＝①－②) よる結合損 (⑤＝③－④)

不要発射注3 許容雑音量 63.9 dB 66.6 dB -2.7 dB

-37.8 dBm/8.3MHz -110.9 dBm/MHz
干渉雑音換算値

帯
域
内

-47.0 dBm/MHz

送信出力 許容入力電力量 75.2 dB 66.6 dB 8.6 dB
19.2 dBm -56.0 dBm

内
干
渉

帯
域
外

注1：EIRPに含まれる
注2：ITS路側機の送信Duty(10.5%→9.8dB)を考慮
注3：ガードバンド5MHzより10MHz離れの送信マスク(-57dBr)を適用

干
渉
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モデルＡ２０

A20 与干渉： ITS車載機
被干渉： 陸上移動中継局（屋内エリア用　分離型）↓

周波数帯域 740 MHz TX RX

送信アンテナ利得注1 0.0 dBi  水平方向指向性 0 deg 0 deg

送信指向性減衰量  垂直方向指向性 22.1 deg -22.1 deg
（水平方向） 0.0 dB  アンテナ地上高 3.5 m 10 m
（垂直方向） -0.7 dB

注1送信給電系損失注1 0.0 dB

アンテナ高低差 6.5 m
離隔距離 16.0 m
空間損失（自由空間） -54.6 dB

その他損失（壁減衰等）注2 -25.7 dB

受信アンテナ利得 7.0 dBi
受信指向性減衰量

RX

Rep
TX

受信指向性減衰量
（水平方向） 0.0 dB 16 m
（垂直方向） -4.9 dB
受信給電系損失 -10.0 dB

検討モデルによる結合損 88.9 dB →④

離隔距離

①与干渉量 ②被干渉許容値 ③所要結合損 ④検討モデルに ⑤所要改善量
(③＝①－②) よる結合損 (⑤＝③－④)

不要発射注3 許容雑音量 70.9 dB 88.9 dB -18.0 dB

-30.8 dBm/8.3MHz -110.9 dBm/MHz
干渉雑音換算値

40 0 dB /MH

帯
域
内

-40.0 dBm/MHz

送信出力 許容入力電力量 75.2 dB 88.9 dB -13.7 dB
19.2 dBm -56.0 dBm

干
渉

帯
域
外

注1：EIRPに含まれる
注2：ITS車載機の送信Duty(0.27%→25.7dB)を考慮
注3：ガードバンド5MHzより10MHz離れの送信マスク(-50dBr)を適用

干
渉

© ２０１０ ＮＴＴ ＤＯＣＯＭＯ，ＩＮＣ． Ａｌｌ Ｒｉｇｈｔｓ Ｒｅｓｅｒｖｅｄ． 25



モデルＡ２１

A21 与干渉： ITS路側機
被干渉： 陸上移動中継局（屋内エリア用　一体型）↑

周波数帯域 740 MHz TX RX

送信アンテナ利得注1 0.0 dBi  水平方向指向性 0 deg 0 deg

送信指向性減衰量  垂直方向指向性 -42 deg 42 deg
（水平方向） 0.0 dB  アンテナ地上高 4.7 m 2 m
（垂直方向） -0.6 dB (チルト-30deg)

注1送信給電系損失注1 0.0 dB

アンテナ高低差 -2.7 m
離隔距離 3.0 m
空間損失（自由空間） -41.9 dB

その他損失（壁減衰等）注2 -19.8 dB

受信アンテナ利得 0.0 dBi
指向性減衰

RX

Rep

TX

受信指向性減衰量
（水平方向） 0.0 dB 3 m
（垂直方向） 0.0 dB
受信給電系損失 0.0 dB

検討モデルによる結合損 62.3 dB →④

離隔距離

①与干渉量 ②被干渉許容値 ③所要結合損 ④検討モデルに ⑤所要改善量
(③＝①－②) よる結合損 (⑤＝③－④)

不要発射注3 許容雑音量 81.9 dB 62.3 dB 19.6 dB

-27.8 dBm/8.3MHz -118.9 dBm/MHz
干渉雑音換算値

37 0 dB /MH

帯
域
内

-37.0 dBm/MHz

送信出力 許容入力電力量 63.2 dB 62.3 dB 0.8 dB
19.2 dBm -44.0 dBm

干
渉

帯
域
外

注1：EIRPに含まれる
注2：壁損失10dB及びITS路側機の送信Duty(10.5%→9.8dB)を考慮
注3：ガードバンド5MHzより10MHz離れの送信マスク(-47dBr)を適用

干
渉
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モデルＡ２２

A22 与干渉： ITS車載機
被干渉： 陸上移動中継局（屋内エリア用　一体型）↑

周波数帯域 740 MHz TX RX

送信アンテナ利得注1 0.0 dBi  水平方向指向性 0 deg 0 deg

送信指向性減衰量  垂直方向指向性 18.4 deg -18.4 deg
（水平方向） 0.0 dB  アンテナ地上高 1 m 2 m
（垂直方向） -1.3 dB

注送信給電系損失注1 0.0 dB

アンテナ高低差 1.0 m
離隔距離 3.0 m
空間損失（自由空間） -39.8 dB

その他損失（壁減衰等）注2 -35.7 dB

受信アンテナ利得 0.0 dBi

RX

Rep
TX

受信指向性減衰量
（水平方向） 0.0 dB 3 m
（垂直方向） 0.0 dB
受信給電系損失 0.0 dB

検討モデルによる結合損 76.8 dB →④

離隔距離

①与干渉量 ②被干渉許容値 ③所要結合損 ④検討モデルに ⑤所要改善量
(③＝①－②) よる結合損 (⑤＝③－④)

不要発射注3 許容雑音量 81.9 dB 76.8 dB 5.1 dB

-27.8 dBm/8.3MHz -118.9 dBm/MHz
干渉雑音換算値

/

帯
域
内

-37.0 dBm/MHz

送信出力 許容入力電力量 63.2 dB 76.8 dB -13.6 dB
19.2 dBm -44.0 dBm

内
干
渉

帯
域
外

注1：EIRPに含まれる
注2：壁損失10dB及びITS車載機の送信Duty(0.27%→25.7dB)を考慮
注3：ガードバンド5MHzより10MHz離れの送信マスク(-47dBr)を適用

干
渉
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モデルＡ２３

A23 与干渉： ITS路側機
被干渉： 陸上移動中継局（屋内エリア用　一体型）↓

周波数帯域 740 MHz TX RX
送信アンテナ利得 0.0 dBi  水平方向指向性 0 deg 0 deg
送信指向性減衰量  垂直方向指向性 -21.1 deg 21.1 deg
（水平方向） 0.0 dB  アンテナ地上高 4.7 m 2 m
（垂直方向） -0.3 dB (チルト-30deg)
送信給電系損失送信給電系損失 0.0 dB
アンテナ高低差 -2.7 m
離隔距離 7.0 m
空間損失（自由空間） -47.3 dB

その他損失（壁減衰等）注1 -19.8 dB

受信アンテナ利得 7.0 dBi
受信指向性減衰量

RX

Rep

TX

受信指向性減衰量
（水平方向） 0.0 dB 7 m
（垂直方向） -4.5 dB
受信給電系損失 0.0 dB

検討モデルによる結合損 64.9 dB →④

離隔距離

①与干渉量 ②被干渉許容値 ③所要結合損 ④検討モデルに ⑤所要改善量
(③＝①－②) よる結合損 (⑤＝③－④)

不要発射注2 許容雑音量 63.9 dB 64.9 dB -1.0 dB

-37.8 dBm/8.3MHz -110.9 dBm/MHz
干渉雑音換算値

47 0 dB /MH

帯
域
内

-47.0 dBm/MHz

送信出力 許容入力電力量 75.2 dB 64.9 dB 10.3 dB
19.2 dBm -56.0 dBm

干
渉

帯
域
外

注1：EIRPに含まれる
注2：壁損失10dB及びITS路側機の送信Duty(10.5%→9.8dB)を考慮
注3：ガードバンド5MHzより10MHz離れの送信マスク(-57dBr)を適用

干
渉
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モデルＡ２４

A24 与干渉： ITS車載機
被干渉： 陸上移動中継局（屋内エリア用 一体型）↓被干渉： 陸上移動中継局（屋内エリア用　 体型）↓

周波数帯域 740 MHz TX RX
送信アンテナ利得 0.0 dBi  水平方向指向性 0 deg 0 deg
送信指向性減衰量  垂直方向指向性 9.5 deg -9.5 deg
（水平方向） 0.0 dB  アンテナ地上高 1.5 m 2 m
（垂直方向） -3.0 dB
送信給電系損失 0.0 dB
アンテナ高低差 0.5 m
離隔距離 3.0 m
空間損失（自由空間） -39.5 dB

その他損失（壁減衰等）注1 -35.7 dB

受信アンテナ利得 7.0 dBi

RX

Rep
TX

受信指向性減衰量
（水平方向） 0.0 dB 3 m
（垂直方向） -0.9 dB
受信給電系損失 0.0 dB

検討モデルによる結合損 72.1 dB →④

離隔距離

①与干渉量 ②被干渉許容値 ③所要結合損 ④検討モデルに ⑤所要改善量
(③＝①－②) よる結合損 (⑤＝③－④)

不要発射注2 許容雑音量 70.9 dB 72.1 dB -1.2 dB

-30.8 dBm/8.3MHz -110.9 dBm/MHz
干渉雑音換算値

帯
域
内

-40.0 dBm/MHz

送信出力 許容入力電力量 75.2 dB 72.1 dB 3.1 dB
19.2 dBm -56.0 dBm

内
干
渉

帯
域
外

注1：EIRPに含まれる
注2：壁損失10dB及びITS車載機の送信Duty(0.27%→25.7dB)を考慮
注3：ガードバンド5MHzより10MHz離れの送信マスク(-50dBr)を適用

干
渉
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モデルＢ５

B5 与干渉： 小電力レピータ （分離型）↓
被干渉： ITS路側機機

周波数帯域 720 MHz TX RX
送信アンテナ利得 0.0 dBi  水平方向指向性 0 deg 0 deg
送信指向性減衰量  垂直方向指向性 42 deg -42 deg
（水平方向） 0.0 dB  アンテナ地上高 2 m 4.7 m
（垂直方向） 0.0 dB (チルト-30deg)
送信給電系損失送信給電系損失 0.0 dB
アンテナ高低差 2.7 m
離隔距離 3.0 m
空間損失（自由空間） -41.7 dB

その他損失（壁減衰等）注1 -10.0 dB

受信アンテナ利得 13.0 dBi
受信指向性減衰量

TX

Rep

RX

受信指向性減衰量
（水平方向） 0.0 dB 3 m
（垂直方向） -0.6 dB
受信給電系損失 -2.0 dB

検討モデルによる結合損 41.3 dB →④

離隔距離

①与干渉量 ②被干渉許容値 ③所要結合損 ④検討モデルに ⑤所要改善量
(③＝①－②) よる結合損 (⑤＝③－④)

不要発射注2 許容雑音量 98.0 dB 41.3 dB 56.7 dB

-3.0 dBm/MHz -101.0 dBm/MHz
干渉雑音換算値

3 0 dB /MH

帯
域
内

-3.0 dBm/MHz

送信出力 許容入力電力量 31.0 dB 41.3 dB -10.3 dB
24.0 dBm -7.0 dBm

帯
域
外

干
渉

注1：壁損失10dBを考慮
注2：ガードバンド5MHzより隣接チャネル漏えい電力-3dBm/MHz（7.5MHz離れ）を適用

干
渉
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モデルＢ６

B6 与干渉： 小電力レピータ （分離型）↓
被干渉： ITS車載機

周波数帯域 720 MHz TX RX
送信アンテナ利得 0.0 dBi  水平方向指向性 0 deg 0 deg
送信指向性減衰量  垂直方向指向性 -18.4 deg 18.4 deg
（水平方向） 0.0 dB  アンテナ地上高 2 m 1 m
（垂直方向） 0.0 dB
送信給電系損失 0 0 dB送信給電系損失 0.0 dB
アンテナ高低差 -1.0 m
離隔距離 3.0 m
空間損失（自由空間） -39.6 dB
その他損失（壁減衰等） -10.0 dB
受信アンテナ利得 5.0 dBi
受信指向性減衰量

TX

Rep

RX

受信指向性減衰量
（水平方向） 0.0 dB 3 m
（垂直方向） -1.3 dB
受信給電系損失 -3.0 dB

検討モデルによる結合損 48.9 dB →④

離隔距離

①与干渉量 ②被干渉許容値 ③所要結合損 ④検討モデルに ⑤所要改善量
(③＝①－②) よる結合損 (⑤＝③－④)

不要発射注2 許容雑音量 100.4 dB 48.9 dB 51.5 dB

-3.0 dBm/MHz -103.4 dBm/MHz
干渉雑音換算値

-3.0 dBm/MHz

帯
域
内
干 /

送信出力 許容入力電力量 45.0 dB 48.9 dB -3.9 dB
24.0 dBm -21.0 dBm

帯
域
外
干

干
渉

注1：壁損失10dBを考慮
注2：ガードバンド5MHzより隣接チャネル漏えい電力-3dBm/MHz（7.5MHz離れ）を適用

干
渉
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モデルＢ７

B7 与干渉： 小電力レピータ （分離型）↑
被干渉： ITS路側機被干渉： ITS路側機

周波数帯域 720 MHz TX RX
送信アンテナ利得 9.0 dBi  水平方向指向性 0 deg 0 deg
送信指向性減衰量  垂直方向指向性 0 deg 0 deg
（水平方向） 0.0 dB  アンテナ地上高 5 m 5 m
（垂直方向） 0.0 dB (チルト0deg)
送信給電系損失 -12.0 dB
アンテナ高低差 0.0 m
離隔距離 3.0 m
空間損失（自由空間） -39.1 dB
その他損失（壁減衰等） 0.0 dB
受信アンテナ利得 13.0 dBi
受信指向性減衰量

TX

Rep

RX

受信指向性減衰量
（水平方向） 0.0 dB 3 m
（垂直方向） 0.0 dB
受信給電系損失 -2.0 dB

検討モデルによる結合損 31.1 dB →④

離隔距離

①与干渉量 ②被干渉許容値 ③所要結合損 ④検討モデルに ⑤所要改善量
(③＝①－②) よる結合損 (⑤＝③－④)

不要発射注1 許容雑音量 76.0 dB 31.1 dB 44.8 dB

-19.2 dBm/3.84MHz -101.0 dBm/MHz
干渉雑音換算値

25 0 dB /MH

帯
域
内

-25.0 dBm/MHz

送信出力 許容入力電力量 23.0 dB 31.1 dB -8.1 dB
16.0 dBm -7.0 dBm

帯
域
外

干
渉

注1：ガードバンド5MHzより隣接チャネル漏えい電力35.2dBc/3.84MHz（7.5MHz離れ）を適用

干
渉
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モデルＢ８

B8 与干渉： 小電力レピータ （分離型）↑
被干渉： ITS車載機被干渉： ITS車載機

周波数帯域 720 MHz TX RX
送信アンテナ利得 9.0 dBi  水平方向指向性 0 deg 0 deg
送信指向性減衰量  垂直方向指向性 -26.6 deg 26.6 deg
（水平方向） 0.0 dB  アンテナ地上高 5 m 3.5 m
（垂直方向） -2.6 dB
送信給電系損失 -12.0 dB
アンテナ高低差 -1.5 m
離隔距離 3.0 m
空間損失（自由空間） -40.1 dB
その他損失（壁減衰等） 0.0 dB
受信アンテナ利得 5.0 dBi
受信指向性減衰量

TX

Rep

RX

受信指向性減衰量
（水平方向） 0.0 dB 3 m
（垂直方向） -0.3 dB
受信給電系損失 -3.0 dB

検討モデルによる結合損 44.0 dB →④

離隔距離

①与干渉量 ②被干渉許容値 ③所要結合損 ④検討モデルに ⑤所要改善量
(③＝①－②) よる結合損 (⑤＝③－④)

不要発射注1 許容雑音量 78.4 dB 44.0 dB 34.4 dB

-19.2 dBm/3.84MHz -103.4 dBm/MHz
干渉雑音換算値

25 0 dB /MH

帯
域
内

-25.0 dBm/MHz

送信出力 許容入力電力量 37.0 dB 44.0 dB -7.0 dB
16.0 dBm -21.0 dBm

帯
域
外

干
渉

注1：ガードバンド5MHzより隣接チャネル漏えい電力35.2dBc/3.84MHz（7.5MHz離れ）を適用

干
渉
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モデルＢ９

B9 与干渉： 小電力レピータ （一体型）↓
被干渉： ITS路側機機

周波数帯域 720 MHz TX RX
送信アンテナ利得 0.0 dBi  水平方向指向性 0 deg 0 deg
送信指向性減衰量  垂直方向指向性 42 deg -42 deg
（水平方向） 0.0 dB  アンテナ地上高 2 m 4.7 m
（垂直方向） 0.0 dB (チルト-30deg)
送信給電系損失送信給電系損失 0.0 dB
アンテナ高低差 2.7 m
離隔距離 3.0 m
空間損失（自由空間） -41.7 dB

その他損失（壁減衰等）注1 -10.0 dB

受信アンテナ利得 13.0 dBi
受信指向性減衰量

TX

Rep

RX

受信指向性減衰量
（水平方向） 0.0 dB 3 m
（垂直方向） -0.6 dB
受信給電系損失 -2.0 dB

検討モデルによる結合損 41.3 dB →④

離隔距離

①与干渉量 ②被干渉許容値 ③所要結合損 ④検討モデルに ⑤所要改善量
(③＝①－②) よる結合損 (⑤＝③－④)

不要発射注2 許容雑音量 98.0 dB 41.3 dB 56.7 dB

-3.0 dBm/MHz -101.0 dBm/MHz
干渉雑音換算値

3 0 dB /MH

帯
域
内

-3.0 dBm/MHz

送信出力 許容入力電力量 31.0 dB 41.3 dB -10.3 dB
24.0 dBm -7.0 dBm

帯
域
外

干
渉

注1：壁損失10dBを考慮
注2：ガードバンド5MHzより隣接チャネル漏えい電力-3dBm/MHz（7.5MHz離れ）を適用

干
渉
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モデルＢ１０

B10 与干渉： 小電力レピータ （一体型）↓
被干渉： ITS車載機被干渉： ITS車載機

周波数帯域 720 MHz TX RX
送信アンテナ利得 0.0 dBi  水平方向指向性 0 deg 0 deg
送信指向性減衰量  垂直方向指向性 -18.4 deg 18.4 deg
（水平方向） 0.0 dB  アンテナ地上高 2 m 1 m
（垂直方向） 0.0 dB
送信給電系損失 0.0 dB
アンテナ高低差 -1.0 m
離隔距離 3.0 m
空間損失（自由空間） -39.6 dB

その他損失（壁減衰等）注1 -10.0 dB

受信アンテナ利得 5.0 dBi

RXTX

Rep

受信指向性減衰量
（水平方向） 0.0 dB 3 m
（垂直方向） -1.3 dB
受信給電系損失 -3.0 dB

検討モデルによる結合損 48.9 dB →④

離隔距離

①与干渉量 ②被干渉許容値 ③所要結合損 ④検討モデルに ⑤所要改善量
(③＝①－②) よる結合損 (⑤＝③－④)

不要発射注2 許容雑音量 100.4 dB 48.9 dB 51.5 dB

-3.0 dBm/MHz -103.4 dBm/MHz
干渉雑音換算値

3 0 dB /MH

帯
域
内

-3.0 dBm/MHz

送信出力 許容入力電力量 45.0 dB 48.9 dB -3.9 dB
24.0 dBm -21.0 dBm

帯
域
外

干
渉

注1：壁損失10dBを考慮
注2：ガードバンド5MHzより隣接チャネル漏えい電力-3dBm/MHz（7.5MHz離れ）を適用

干
渉
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モデルＢ１１

B11 与干渉： 小電力レピータ （一体型）↑
被干渉： ITS路側機

周波数帯域 720 MHz TX RX
送信アンテナ利得 9.0 dBi  水平方向指向性 0 deg 0 deg
送信指向性減衰量  垂直方向指向性 28.4 deg -28.4 deg
（水平方向） 0.0 dB  アンテナ地上高 2 m 4.7 m
（垂直方向） -3.6 dB (チルト-30deg)
送信給電系損失 0 0 dB送信給電系損失 0.0 dB
アンテナ高低差 2.7 m
離隔距離 5.0 m
空間損失（自由空間） -44.7 dB

その他損失（壁減衰等）注1 -10.0 dB

受信アンテナ利得 13.0 dBi
受信指向性減衰量

TX

Rep

RX

受信指向性減衰量
（水平方向） 0.0 dB 5 m
（垂直方向） 0.0 dB
受信給電系損失 -2.0 dB

検討モデルによる結合損 38.3 dB →④

離隔距離

①与干渉量 ②被干渉許容値 ③所要結合損 ④検討モデルに ⑤所要改善量
(③＝①－②) よる結合損 (⑤＝③－④)

不要発射注2 許容雑音量 76.0 dB 38.3 dB 37.7 dB

-19.2 dBm/3.84MHz -101.0 dBm/MHz
干渉雑音換算値

-25 0 dBm/MHz

帯
域
内
干 25.0 dBm/MHz

送信出力 許容入力電力量 23.0 dB 38.3 dB -15.3 dB
16.0 dBm -7.0 dBm

帯
域
外
干

干
渉

注1：壁損失10dBを考慮
注2：ガードバンド5MHzより隣接チャネル漏えい電力35.2dBc/3.84MHz（7.5MHz離れ）を適用

干
渉
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モデルＢ１２

B12 与干渉： 小電力レピータ （一体型）↑
被干渉： ITS車載機機

周波数帯域 720 MHz TX RX
送信アンテナ利得 9.0 dBi  水平方向指向性 0 deg 0 deg
送信指向性減衰量  垂直方向指向性 -18.4 deg 18.4 deg
（水平方向） 0.0 dB  アンテナ地上高 2 m 1 m
（垂直方向） -1.2 dB
送信給電系損失送信給電系損失 0.0 dB
アンテナ高低差 -1.0 m
離隔距離 3.0 m
空間損失（自由空間） -39.6 dB

その他損失（壁減衰等）注1 -10.0 dB

受信アンテナ利得 5.0 dBi
受信指向性減衰量

RXTX

Rep

受信指向性減衰量
（水平方向） 0.0 dB 3 m
（垂直方向） -1.3 dB
受信給電系損失 -3.0 dB

検討モデルによる結合損 41.1 dB →④

離隔距離

①与干渉量 ②被干渉許容値 ③所要結合損 ④検討モデルに ⑤所要改善量
(③＝①－②) よる結合損 (⑤＝③－④)

不要発射注2 許容雑音量 78.4 dB 41.1 dB 37.3 dB

-19.2 dBm/3.84MHz -103.4 dBm/MHz
干渉雑音換算値

25 0 dB /MH

帯
域
内

-25.0 dBm/MHz

送信出力 許容入力電力量 37.0 dB 41.1 dB -4.1 dB
16.0 dBm -21.0 dBm

帯
域
外

干
渉

注1：壁損失10dBを考慮
注2：ガードバンド5MHzより隣接チャネル漏えい電力35.2dBc/3.84MHz（7.5MHz離れ）を適用

干
渉
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モデルＢ１３

B13 与干渉： 陸上移動中継局（屋外エリア用）↓
被干渉： ITS路側機

周波数帯域 720 MHz TX RX
送信アンテナ利得 11.0 dBi  水平方向指向性 0 deg 0 deg
送信指向性減衰量  垂直方向指向性 -20 deg 20 deg
（水平方向） 0.0 dB  アンテナ地上高 15 m 7 m
（垂直方向） -2.3 dB (チルト0deg)
送信給電系損失 8 0 dB

TX
送信給電系損失 -8.0 dB
アンテナ高低差 -8.0 m
離隔距離 22.0 m
空間損失（自由空間） -57.0 dB
その他損失（壁減衰等） 0.0 dB
受信アンテナ利得 13.0 dBi
受信指向性減衰量

TX

RX

Rep

受信指向性減衰量
（水平方向） 0.0 dB 22 m
（垂直方向） -1.2 dB
受信給電系損失 -2.0 dB

検討モデルによる結合損 46.4 dB →④

離隔距離

①与干渉量 ②被干渉許容値 ③所要結合損 ④検討モデルに ⑤所要改善量
(③＝①－②) よる結合損 (⑤＝③－④)

不要発射注1 許容雑音量 98.0 dB 46.4 dB 51.5 dB

2.8 dBm/3.84MHz -101.0 dBm/MHz
干渉雑音換算値

-3.0 dBm/MHz

帯
域
内
干 3.0 dBm/MHz

送信出力 許容入力電力量 45.0 dB 46.4 dB -1.4 dB
38.0 dBm -7.0 dBm

帯
域
外
干

干
渉

注1：ガードバンド5MHzより隣接チャネル漏えい電力+2.8dBm/3.84MHz（7.5MHz離れ）を適用

干
渉
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モデルＢ１４

B14 与干渉： 陸上移動中継局（屋外エリア用）↓
被干渉： ITS車載機

周波数帯域 720 MHz TX RX
送信アンテナ利得 11.0 dBi  水平方向指向性 0 deg 0 deg
送信指向性減衰量  垂直方向指向性 -27.6 deg 27.6 deg
（水平方向） 0.0 dB  アンテナ地上高 15 m 3.5 m
（垂直方向） -4.6 dB
送信給電系損失 8 0 dB TX送信給電系損失 -8.0 dB
アンテナ高低差 -11.5 m
離隔距離 22.0 m
空間損失（自由空間） -57.5 dB
その他損失（壁減衰等） 0.0 dB
受信アンテナ利得 5.0 dBi
受信指向性減衰量

TX

Rep
RX

受信指向性減衰量
（水平方向） 0.0 dB 22 m
（垂直方向） -0.2 dB
受信給電系損失 -3.0 dB

検討モデルによる結合損 57.3 dB →④

離隔距離

①与干渉量 ②被干渉許容値 ③所要結合損 ④検討モデルに ⑤所要改善量
(③＝①－②) よる結合損 (⑤＝③－④)

不要発射注1 許容雑音量 100.4 dB 57.3 dB 43.1 dB

2.8 dBm/3.84MHz -103.4 dBm/MHz
干渉雑音換算値

-3 0 dBm/MHz

帯
域
内
干 3.0 dBm/MHz

送信出力 許容入力電力量 59.0 dB 57.3 dB 1.7 dB
38.0 dBm -21.0 dBm

帯
域
外
干

干
渉

注1：ガードバンド5MHzより隣接チャネル漏えい電力+2.8dBm/3.84MHz（7.5MHz離れ）を適用

干
渉
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モデルＢ１５

B15 与干渉： 陸上移動中継局（屋外エリア用）↑
被干渉： ITS路側機

周波数帯域 720 MHz TX RX
送信アンテナ利得 13.0 dBi  水平方向指向性 0 deg 0 deg
送信指向性減衰量  垂直方向指向性 -12.2 deg 12.2 deg
（水平方向） 0.0 dB  アンテナ地上高 15 m 7 m
（垂直方向） -2.7 dB (チルト0deg)
送信給電系損失 8 0 dB送信給電系損失 -8.0 dB
アンテナ高低差 -8.0 m
離隔距離 37.0 m
空間損失（自由空間） -61.2 dB
その他損失（壁減衰等） 0.0 dB
受信アンテナ利得 13.0 dBi
受信指向性減衰量

TX

RX

Rep

受信指向性減衰量
（水平方向） 0.0 dB 37 m
（垂直方向） -0.5 dB
受信給電系損失 -2.0 dB

検討モデルによる結合損 48.4 dB →④

離隔距離

①与干渉量 ②被干渉許容値 ③所要結合損 ④検討モデルに ⑤所要改善量
(③＝①－②) よる結合損 (⑤＝③－④)

不要発射注1 許容雑音量 83.0 dB 48.4 dB 34.6 dB

-12.2 dBm/3.84MHz -101.0 dBm/MHz
干渉雑音換算値

-18.0 dBm/MHz

帯
域
内
干 18.0 dBm/MHz

送信出力 許容入力電力量 30.0 dB 48.4 dB -18.4 dB
23.0 dBm -7.0 dBm

帯
域
外
干

干
渉

注1：ガードバンド5MHzより隣接チャネル漏えい電力35.2dBc/3.84MHz（7.5MHz離れ）を適用

干
渉
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モデルＢ１６

B16 与干渉： 陸上移動中継局（屋外エリア用）↑
被干渉： ITS車載機

周波数帯域 720 MHz TX RX
送信アンテナ利得 13.0 dBi  水平方向指向性 0 deg 0 deg
送信指向性減衰量  垂直方向指向性 -16.8 deg 16.8 deg
（水平方向） 0.0 dB  アンテナ地上高 15 m 3.5 m
（垂直方向） -5.5 dB
送信給電系損失 8 0 dB

TX
送信給電系損失 -8.0 dB
アンテナ高低差 -11.5 m
離隔距離 38.0 m
空間損失（自由空間） -61.6 dB
その他損失（壁減衰等） 0.0 dB
受信アンテナ利得 5.0 dBi
受信指向性減衰量

Rep
RX

受信指向性減衰量
（水平方向） 0.0 dB 38 m
（垂直方向） -1.6 dB
受信給電系損失 -3.0 dB

検討モデルによる結合損 61.7 dB →④

離隔距離

①与干渉量 ②被干渉許容値 ③所要結合損 ④検討モデルに ⑤所要改善量
(③＝①－②) よる結合損 (⑤＝③－④)

不要発射注1 許容雑音量 85.4 dB 61.7 dB 23.7 dB

-12.2 dBm/3.84MHz -103.4 dBm/MHz
干渉雑音換算値

-18.0 dBm/MHz

帯
域
内
干

送信出力 許容入力電力量 44.0 dB 61.7 dB -17.7 dB
23.0 dBm -21.0 dBm

帯
域
外
干

干
渉

注1：ガードバンド5MHzより隣接チャネル漏えい電力35.2dBc/3.84MHz（7.5MHz離れ）を適用

干
渉
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モデルＢ１７

B17 与干渉： 陸上移動中継局（屋内エリア用　分離型）↓
被干渉： ITS路側機機

周波数帯域 720 MHz TX RX
送信アンテナ利得 0.0 dBi  水平方向指向性 0 deg 0 deg
送信指向性減衰量  垂直方向指向性 29.5 deg -29.5 deg
（水平方向） 0.0 dB  アンテナ地上高 3 m 4.7 m
（垂直方向） 0.0 dB (チルト-30deg)
送信給電系損失送信給電系損失 -10.0 dB
アンテナ高低差 1.7 m
離隔距離 3.0 m
空間損失（自由空間） -40.3 dB

その他損失（壁減衰等）注1 -10.0 dB

受信アンテナ利得 13.0 dBi
受信指向性減衰量

TX

Rep

RX

受信指向性減衰量
（水平方向） 0.0 dB 3 m
（垂直方向） 0.0 dB
受信給電系損失 -2.0 dB

検討モデルによる結合損 49.3 dB →④

離隔距離

①与干渉量 ②被干渉許容値 ③所要結合損 ④検討モデルに ⑤所要改善量
(③＝①－②) よる結合損 (⑤＝③－④)

不要発射注2 許容雑音量 98.0 dB 49.3 dB 48.6 dB

2.8 dBm/3.84MHz -101.0 dBm/MHz
干渉雑音換算値

3 0 dB /MH

帯
域
内

-3.0 dBm/MHz

送信出力 許容入力電力量 33.0 dB 49.3 dB -16.3 dB
26.0 dBm -7.0 dBm

帯
域
外

干
渉

注1：壁損失10dBを考慮
注2：ガードバンド5MHzより隣接チャネル漏えい電力+2.8dBm/3.84MHz（7.5MHz離れ）を適用

干
渉
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モデルＢ１８

B18 与干渉： 陸上移動中継局（屋内エリア用　分離型）↓
被干渉： ITS車載機機

周波数帯域 720 MHz TX RX
送信アンテナ利得 0.0 dBi  水平方向指向性 0 deg 0 deg
送信指向性減衰量  垂直方向指向性 -26.6 deg 26.6 deg
（水平方向） 0.0 dB  アンテナ地上高 3 m 1.5 m
（垂直方向） 0.0 dB
送信給電系損失送信給電系損失 -10.0 dB
アンテナ高低差 -1.5 m
離隔距離 3.0 m
空間損失（自由空間） -40.1 dB

その他損失（壁減衰等）注1 -10.0 dB

受信アンテナ利得 5.0 dBi
受信指向性減衰量

TX

Rep

RX

受信指向性減衰量
（水平方向） 0.0 dB 3 m
（垂直方向） -0.3 dB
受信給電系損失 -3.0 dB

検討モデルによる結合損 58.4 dB →④

離隔距離

①与干渉量 ②被干渉許容値 ③所要結合損 ④検討モデルに ⑤所要改善量
(③＝①－②) よる結合損 (⑤＝③－④)

不要発射注2 許容雑音量 100.4 dB 58.4 dB 42.0 dB

2.8 dBm/3.84MHz -103.4 dBm/MHz
干渉雑音換算値

3 0 dB /MH

帯
域
内

-3.0 dBm/MHz

送信出力 許容入力電力量 47.0 dB 58.4 dB -11.4 dB
26.0 dBm -21.0 dBm

帯
域
外

干
渉

注1：壁損失10dBを考慮
注2：ガードバンド5MHzより隣接チャネル漏えい電力+2.8dBm/3.84MHz（7.5MHz離れ）を適用

干
渉
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モデルＢ１９

B19 与干渉： 陸上移動中継局（屋内エリア用　分離型）↑
被干渉： ITS路側機被干渉： ITS路側機

周波数帯域 720 MHz TX RX
送信アンテナ利得 7.0 dBi  水平方向指向性 0 deg 0 deg
送信指向性減衰量  垂直方向指向性 -18.4 deg 18.4 deg
（水平方向） 0.0 dB  アンテナ地上高 10 m 7 m
（垂直方向） -3.4 dB (チルト0deg)
送信給電系損失 -10.0 dB
アンテナ高低差 -3.0 m
離隔距離 9.0 m
空間損失（自由空間） -49.1 dB
その他損失（壁減衰等） 0.0 dB
受信アンテナ利得 13.0 dBi
受信指向性減衰量

TX

Rep

RX

受信指向性減衰量
（水平方向） 0.0 dB 9 m
（垂直方向） -1.0 dB
受信給電系損失 -2.0 dB

検討モデルによる結合損 45.5 dB →④

離隔距離

①与干渉量 ②被干渉許容値 ③所要結合損 ④検討モデルに ⑤所要改善量
(③＝①－②) よる結合損 (⑤＝③－④)

不要発射注1 許容雑音量 80.4 dB 45.5 dB 34.8 dB

-14.8 dBm/3.84MHz -101.0 dBm/MHz
干渉雑音換算値

20 6 dB /MH

帯
域
内

-20.6 dBm/MHz

送信出力 許容入力電力量 27.4 dB 45.5 dB -18.1 dB
20.4 dBm -7.0 dBm

帯
域
外

干
渉

注1：ガードバンド5MHzより隣接チャネル漏えい電力35.2dBc/3.84MHz（7.5MHz離れ）を適用

干
渉
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モデルＢ２０

B20 与干渉： 陸上移動中継局（屋内エリア用　分離型）↑
被干渉： ITS車載機被干渉： ITS車載機

周波数帯域 720 MHz TX RX
送信アンテナ利得 7.0 dBi  水平方向指向性 0 deg 0 deg
送信指向性減衰量  垂直方向指向性 -22.1 deg 22.1 deg
（水平方向） 0.0 dB  アンテナ地上高 10 m 3.5 m
（垂直方向） -4.9 dB
送信給電系損失 -10.0 dB
アンテナ高低差 -6.5 m
離隔距離 16.0 m
空間損失（自由空間） -54.3 dB
その他損失（壁減衰等） 0.0 dB
受信アンテナ利得 5.0 dBi
受信指向性減衰量

TX

Rep

RX

受信指向性減衰量
（水平方向） 0.0 dB 16 m
（垂直方向） -0.7 dB
受信給電系損失 -3.0 dB

検討モデルによる結合損 60.9 dB →④

離隔距離

①与干渉量 ②被干渉許容値 ③所要結合損 ④検討モデルに ⑤所要改善量
(③＝①－②) よる結合損 (⑤＝③－④)

不要発射注1 許容雑音量 82.8 dB 60.9 dB 21.8 dB

-14.8 dBm/3.84MHz -103.4 dBm/MHz
干渉雑音換算値

20 6 dB /MH

帯
域
内

-20.6 dBm/MHz

送信出力 許容入力電力量 41.4 dB 60.9 dB -19.5 dB
20.4 dBm -21.0 dBm

帯
域
外

干
渉

注1：ガードバンド5MHzより隣接チャネル漏えい電力35.2dBc/3.84MHz（7.5MHz離れ）を適用

干
渉
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モデルＢ２１

B21 与干渉： 陸上移動中継局（屋内エリア用　一体型）↓
被干渉： ITS路側機被干渉： ITS路側機

周波数帯域 720 MHz TX RX
送信アンテナ利得 0.0 dBi  水平方向指向性 0 deg 0 deg
送信指向性減衰量  垂直方向指向性 34 deg -34 deg
（水平方向） 0.0 dB  アンテナ地上高 2 m 4.7 m
（垂直方向） 0.0 dB (チルト-30deg)
送信給電系損失 0.0 dB
アンテナ高低差 2.7 m
離隔距離 4.0 m
空間損失（自由空間） -43.3 dB

その他損失（壁減衰等）注1 -10.0 dB

受信アンテナ利得 13.0 dBi

TX

Rep

RX

受信指向性減衰量
（水平方向） 0.0 dB 4 m
（垂直方向） -0.1 dB
受信給電系損失 -2.0 dB

検討モデルによる結合損 42.4 dB →④

離隔距離

①与干渉量 ②被干渉許容値 ③所要結合損 ④検討モデルに ⑤所要改善量
(③＝①－②) よる結合損 (⑤＝③－④)

不要発射注2 許容雑音量 98.0 dB 42.4 dB 55.6 dB

2.8 dBm/3.84MHz -101.0 dBm/MHz
干渉雑音換算値

3 0 dB /MH

帯
域
内

-3.0 dBm/MHz

送信出力 許容入力電力量 33.0 dB 42.4 dB -9.4 dB
26.0 dBm -7.0 dBm

帯
域
外

干
渉

注1：壁損失10dBを考慮
注2：ガードバンド5MHzより隣接チャネル漏えい電力+2.8dBm/3.84MHz（7.5MHz離れ）を適用

干
渉
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モデルＢ２２

B22 与干渉： 陸上移動中継局（屋内エリア用　一体型）↓
被干渉： ITS車載機被干渉 車載機

周波数帯域 720 MHz TX RX
送信アンテナ利得 0.0 dBi  水平方向指向性 0 deg 0 deg
送信指向性減衰量  垂直方向指向性 -18.4 deg 18.4 deg
（水平方向） 0.0 dB  アンテナ地上高 2 m 1 m
（垂直方向） 0.0 dB
送信給電系損失 0.0 dB
アンテナ高低差 -1.0 m
離隔距離 3.0 m
空間損失（自由空間） -39.6 dB

その他損失（壁減衰等）注1 -10.0 dB

受信アンテナ利得 5.0 dBi
受信指向性減衰量

RXTX

Rep

受信指向性減衰量
（水平方向） 0.0 dB 3 m
（垂直方向） -1.3 dB
受信給電系損失 -3.0 dB

検討モデルによる結合損 48.9 dB →④

離隔距離

①与干渉量 ②被干渉許容値 ③所要結合損 ④検討モデルに ⑤所要改善量
(③＝①－②) よる結合損 (⑤＝③－④)

不要発射注2 許容雑音量 100.4 dB 48.9 dB 51.5 dB

2.8 dBm/3.84MHz -103.4 dBm/MHz
干渉雑音換算値

3 0 dB /MH

帯
域
内

-3.0 dBm/MHz

送信出力 許容入力電力量 47.0 dB 48.9 dB -1.9 dB
26.0 dBm -21.0 dBm

帯
域
外

干
渉

注1：壁損失10dBを考慮
注2：ガードバンド5MHzより隣接チャネル漏えい電力+2.8dBm/3.84MHz（7.5MHz離れ）を適用

干
渉
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モデルＢ２３

B23 与干渉： 陸上移動中継局（屋内エリア用　一体型）↑
被干渉： ITS路側機

周波数帯域 720 MHz TX RX
送信アンテナ利得 7.0 dBi  水平方向指向性 0 deg 0 deg
送信指向性減衰量  垂直方向指向性 21.1 deg -21.1 deg
（水平方向） 0.0 dB  アンテナ地上高 2 m 4.7 m
（垂直方向） -4.5 dB (チルト-30deg)
送信給電系損失 0 0 dB送信給電系損失 0.0 dB
アンテナ高低差 2.7 m
離隔距離 7.0 m
空間損失（自由空間） -47.1 dB

その他損失（壁減衰等）注1 -10.0 dB

受信アンテナ利得 13.0 dBi
受信指向性減衰量

TX

Rep

RX

受信指向性減衰量
（水平方向） 0.0 dB 7 m
（垂直方向） -0.3 dB
受信給電系損失 -2.0 dB

検討モデルによる結合損 43.9 dB →④

離隔距離

①与干渉量 ②被干渉許容値 ③所要結合損 ④検討モデルに ⑤所要改善量
(③＝①－②) よる結合損 (⑤＝③－④)

不要発射注2 許容雑音量 80.4 dB 43.9 dB 36.5 dB

-14.8 dBm/3.84MHz -101.0 dBm/MHz
干渉雑音換算値

-20.6 dBm/MHz

帯
域
内
干 /

送信出力 許容入力電力量 27.4 dB 43.9 dB -16.5 dB
20.4 dBm -7.0 dBm

帯
域
外
干

干
渉

注1：壁損失10dBを考慮
注2：ガードバンド5MHzより隣接チャネル漏えい電力35.2dBc/3.84MHz（7.5MHz離れ）を適用

干
渉
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モデルＢ２４

B24 与干渉： 陸上移動中継局（屋内エリア用　一体型）↑
被干渉： ITS車載機被干渉 車載機

周波数帯域 720 MHz TX RX
送信アンテナ利得 7.0 dBi  水平方向指向性 0 deg 0 deg
送信指向性減衰量  垂直方向指向性 -9.5 deg 9.5 deg
（水平方向） 0.0 dB  アンテナ地上高 2 m 1.5 m
（垂直方向） -0.9 dB
送信給電系損失 0.0 dB
アンテナ高低差 -0.5 m
離隔距離 3.0 m
空間損失（自由空間） -39.2 dB

その他損失（壁減衰等）注1 -10.0 dB

受信アンテナ利得 5.0 dBi
受信指向性減衰量

RXTX

Rep

受信指向性減衰量
（水平方向） 0.0 dB 3 m
（垂直方向） -3.0 dB
受信給電系損失 -3.0 dB

検討モデルによる結合損 44.1 dB →④

離隔距離

①与干渉量 ②被干渉許容値 ③所要結合損 ④検討モデルに ⑤所要改善量
(③＝①－②) よる結合損 (⑤＝③－④)

不要発射注2 許容雑音量 82.8 dB 44.1 dB 38.6 dB

-14.8 dBm/3.84MHz -103.4 dBm/MHz
干渉雑音換算値

20 6 dB /MH

帯
域
内

-20.6 dBm/MHz

送信出力 許容入力電力量 41.4 dB 44.1 dB -2.7 dB
20.4 dBm -21.0 dBm

帯
域
外

干
渉

注1：壁損失10dBを考慮
注2：ガードバンド5MHzより隣接チャネル漏えい電力35.2dBc/3.84MHz（7.5MHz離れ）を適用

干
渉
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